
　昨年４月、歴史的な建物や伝統芸能など、有形、無形の文化財
を文化庁が認定する「日本遺産」に、滋賀県と県内６市が共同提
案した「琵琶湖とその水辺景観 ̶祈りと暮らしの水遺産̶」が
選ばれました。世代を超えて受け継がれている「水とくらし」「水
と祈りの文化」「水と食文化」などの“物語性”が評価されたもの
です。
　文化庁のホームページでは、主な構成文化財として、延暦寺（大
津市）、玄宮楽々園（彦根市）、近江八幡の水郷（近江八幡市）、白鬚
神社（高島市）、五個荘金堂（東近江市）、伊吹山（米原市）などが記
され、「穢れを除き、病を癒すものとして祀られてきた水。(中略)こ
こには、日本人の高度な『水の文化』の歴史が集積されている」と
紹介されています。

　滋賀県の自然や歴史の奥深さ、地域の風土に根差した伝承や風
習など、私たちが普段何気なく目にしているもののなかに貴重な
地域資源が多くあることにあらためて気付かされるとともに、その
魅力を国内外へ積極的に情報発信していくことが大切、と考える
次第です。さらには、自転車で琵琶湖を一周する「ビワイチ」など既
にある地域資源との連携により、その“物語性”を一段と高める努
力が必要です。
　この寄稿が掲載される頃には、「日本遺産」第2弾が発表されて
いることと思います。文化庁は、今後2020年までに100件程度認
定するとのことです。地域間競争が激しくなりますが、私たちの
「日本遺産」の“物語性”にさらに磨きをかけ、“きらり”と輝く存在
感を出したいものです。

　当行は、４月５日、職員が仕事と家庭を両立させイキイキと活躍で
きる職場環境づくりを推し進めるべく、多様化する時代に対応した新
しい上司「イクボス」の育成を目指し､「イクボス宣言」を近畿の地方
銀行で初めて実施しました。
　当行は、早くからポジティブ・アクションの観点で女性の能力開発
に取り組んできました。2006年12月には「女性活躍推進委員会」を
設置。女性の観点から経営に提言を行い、女性自らが活躍するため
の諸制度を充実させています。こうした取り組みにより、女性の勤続
年数および女性管理職比率は年々増加し、女性の活躍の場が広がっ
ています。
　今回の「イクボス宣言」を通じ、女性活躍推進への取り組みや働き
方改革がより一層加速することで、さらなる組織の活性化につなが
ると考えています。今後もCSR憲章（経営理念）に掲げる「役職員と
の共存共栄」を目指し、“役職員一人ひとりの人権や個性を尊重し、
働きがいのある職場づくり”に努めてまいります。

当行役員、部課店長、関連会社社長の総勢239名が「イクボス宣言」をしました
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　戦国時代の山城は文字どおり、土から成る土木施設でした。

兵の駐屯地である曲輪、遮断線としての土塁、堀切といった防

御施設は山を切り盛りして築かれました。

　その土の城を一変させたのが織田信長によって築かれた安

土城です。石垣、天守、瓦葺きという江戸時代の城郭の構造は安

土築城によって成立します。ところが、石垣については安土城に

先行して16世紀前半頃から城郭に導入されます。なかでも観音

寺城（近江八幡市）の石垣は本格的な石垣として注目されます。

　観音寺城は繖山に築かれた山城で、南北朝時代の築城以

後、近江守護の佐々木六角氏の居城となります。その規模は日

本でも最大級を誇ります。城郭の全域が石垣によって築かれて

いますが、特に注目されるのが、矢穴技法と呼ばれる技法に

よって、人工的に割った石材を用いていることです。母岩に溝を

点々と刻み、そのひとつに鏨を差し込み、玄能で叩くと、切手の

ミシン目と同じように、点々と刻んだ溝に沿って石が割れます。

割れた石には溝が歯型のように残ります。その打ち込む鏨を矢

と言うことより矢穴技法と呼ばれるようになりました。

　城郭の石垣にこの矢穴技法で割った石材が用いられるのは

天正年間でも後半(1583年頃)からで、もっとも盛行するのは

慶長５(1600) 年以降に築城された城郭石垣です。その矢穴技

法によって割られた石材が観音寺城の石垣で発見されました。

　観音寺城の石垣は、金剛輪寺（愛荘町）所蔵の『下倉米銭下

用帳』という古文書に、弘治２(1556)年に築いたと記されてい

ます。それは安土築城の実に20年も前のことでした。さらに安

土城の石垣には矢穴技法で割られた石材は確認されていませ

ん。安土城の石垣には近江の最先端技術である矢穴技法が導

入されなかったのです。

　観音寺城の矢穴技法は金剛輪寺の技術が用いられたものと

考えられます。石垣は武家側にはなかった技術であり、寺院側

に備わっていた技術であったと考えられます。それは山岳寺院

の石垣構築であったり、五輪塔や石仏などを造立するための技

術だったのです。六角氏はそうした寺院側の技術であった石垣

を居城に援用したものと考えられます。安土城に先行する技術

革新といっても過言ではないでしょう。

　今ひとつ観音寺城で注目されるのは、山城という防御施設で

居住空間が確認されたことです。恒常化する戦乱によって、そ

れまであくまでも防御空間であった山城に巨大な礎石建物が

配置されました。こうした建物はすべて居住施設として構えら

れたものであり、山城が生活の場となったわけです。さらに山上

には六角氏の家臣たちも屋敷を構えていました。まさに観音寺

城は天空の都市だったのです。

　日本最古の石垣造りの山城だったのですが、石垣は草木に

埋もれて見ることが困難でした。それを地元企業の滋賀銀行安

土支店が地域活性の一環として樹木の伐採をおこなっており、

新幹線から石垣の見える日も近づいています。

日本最初の石垣の城
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※イクボス／職場で共に働く部下の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を
　応援しながら、組織の業績も結果も出しつつ、自らも仕事と私生活を充実させている
　上司（経営者・管理職）のこと

けが まつ
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